
❶ 今後の感染状況を見極めながら事業・活動を推進するとともに、コロナ禍によりニーズが高まった生協事業の利用
定着に取り組み、総事業高（＊1）●●●億円、経常剰余率（＊2）●●●％をめざし経営基盤の安定に努めます。

❷ 県内事業統合（＊3）から10年が経過しました。コロナ禍により昨年度見合わせた感謝企画を行います。
❸ 職種や職位別等、多様な方法による研修の実施や個人が意欲的に学ぶ環境を整え、次世代を担う職員の育成を
すすめます。

❹ 休暇取得促進、健康増進・メンタルヘルスに対する取り組みや日常業務の更なるオンライン化による業務効率の向
上を図り、安心して働きやすい職場環境を整備します。

❺ 組織の事業伸長に対応できる施設容量の確保や供給効率、業務品質の向上につなげるため、配送拠点の移転及
び設置（土地取得又は賃借）をすすめます。

❻ パルシステムの認知度向上のため、紙媒体とデジタル広報を連動させ、各種メディアや情報ツールを積極的に活
用しながら社会への発信を強化します。

❼ コンプライアンスと機密・個人情報の管理体制強化を目的に、教育も含めた適正かつ効率的な内部統制システム（＊
4）の向上を図ります。また、感染症・自然災害等のリスク管理を重点対策とした危機管理を強化します。

【経　営】

❶ WEB加入や友達紹介加入などをすすめ、新規組合員拡大●●●名をめざすとともに、利用をお休みしている組合
員へ利便性や活動の取り組みを案内し、利用再開につなげます。

❷ ＣＯ･ＯＰ共済は、商品の特徴や制度改正の広報を強化するとともに、健康づくりや長期契約者への感謝企画を実
施し、たすけあいの輪を広げ、保有件数●●●件をめざします。

❸ 供給事業の安定に向け、組合直接雇用の配達割合向上やステーション供給（＊5）の拡充、パルシステムグループ連
携によるデジタル推進に取り組みます。

❹ パルシステム埼玉が独自に行うサービス事業（＊6）や独自商品の取り組みを強化し、組合員のくらしサポートや地産
地消・交流・震災復興商品の利用普及につなげます。

❺ 全従業員に対して安全運転の意識向上に取り組みます。配送部門では、車両に装着しているドライブレコーダーを
通信型に切り換え、即時的な指導や啓発を図り、事故削減に努めます。

【事　業】

❶ 組合の理念・ミッション・ビジョン・事業活動方針及びパルシステムグループの方針に基づき、総合的な視点から
個別政策(産直交流政策や福祉政策など)の見直しを行います。

❷ 署名や各種ボランティアなど生協が呼びかける活動への組合員の参加を広げます。さらに、自宅でできる活動やオ
ンラインで広がる活動、少人数でできる活動など、新たな活動への関わり方を構築し、より多くの組合員の学びと協
同の場を拡充します。

❸ 現行の組合員活動を一層発展させ、地域に根差した組合員の主体的な活動を促進しながら、活動の認知度の向
上を深め時代に応じた多様な組合員の参加を推進します。

❹ 西部エリアでの地域活動施設は、社会情勢や組合員ニーズの変化を鑑み再検討します。

【組織（活動）】

２０２２年度
パルシステム埼玉



※文中の●印は、現在調整中です。　　※注釈のつく用語は、用語解説をご確認ください。

❶ 気候変動に対する理解を深め、事務所や家庭でできるCO2排出抑制などの地球温暖化防止行動を推進します。ま
た、脱炭素社会に向けて環境に優しい配送車両の調査研究をすすめます。

❷ プラ削減マーク（＊9）商品や石けんなどの環境配慮商品を利用促進するとともに、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）の協力を呼びかけ、エコライフを推進します。

❸ 化石燃料や原子力に依存しない社会の実現をめざして、「パルシステムでんき」を推進し、保有件数●●●件をめ
ざします。また、発電産地との交流を通して再生可能エネルギーに懸ける想いを共感する機会をつくります。

❹ 埼玉産直協議会『農・彩・土』（＊10）の活動を通して、環境保全型農業や地産地消を推進します。耕作放棄地を活
用した神川町の大豆トラスト運動や、地域の里山保全活動への参加により、人と自然の共生をすすめ、豊かな自然
や地域づくりの理解を深めます。

2030年ビジョン 【環　境】　一人ひとりが、地球環境に配慮した「きりかえる」行動をくらしの中に広げます。

❶ 平和活動週間（ピースウィーク）の企画などを通して、被ばくや戦争の体験を伝え、平和の尊さを次世代へ継承して
いきます。また憲法について学ぶ機会をつくります。

❷ 戦争や貧しさの中に暮らす子どもと女性を支援するための「平和募金」活動を通して、国際支援を行っているNGO
やNPOと協力しながら、差別や貧困、飢餓のない社会の実現に貢献します。

❸ 多様性を認め合い、誰一人取り残さない社会に向けて、ジェンダーフリー、障がい者自立支援、人権問題などの諸
課題に関して学ぶ機会をつくります。

❹ 原発事故被災者応援金（＊13）への呼びかけやスタディツアーを通して、東日本大震災の復興支援と風化防止に取り
組みます。

2030年ビジョン 【平　和】　多様性を認め合い、争いや格差のない命が大切にされる社会を広げます。

❶ 認知症予防や健康寿命を延ばす学習会をつうじて、高齢者の社会参加の機会を増やすとともに、親子ふれあいサ
ロンの開催など孤立しやすい子育て層の交流、つどいの場の提供を通して、多世代の心豊かなくらしを応援します。

❷ 今後も増加が懸念される消費者被害の防止、ケアラー（介護者等）の現状や支援の必要性を広めるための情報提
供や学習会を行います。

❸ 社会的諸課題の解決に向けて、フードバンク支援やフードドライブ運動の強化、地域の見守り活動、子ども未来ア
クション（＊11）（子どもの貧困問題）などに取り組みます。

❹ 「パルシステム給付型奨学金」（＊12）の募金を引き続き組合員に呼びかけ、学びの意欲を持ちながらも困窮する学生
を県内の伴走支援協力団体と一緒に支援します。

2030年ビジョン 【福祉・くらし】　助け合いの輪で、誰もがいきいきと安心して暮らせる地域社会づくりを広げます。

❶ パルシステムグループの統一運動「もっといい明日へ 超えてく（＊7）」を進め、商品の価値を知る機会や利用普及に
取り組みます。また、食育活動をつうじて「旬を楽しむ」や「食文化を学ぶ」などの体験から、食の大切さへの理解を
深めます。

❷ 食の安全や環境に及ぼす影響が懸念される遺伝子組み換えやゲノム編集技術応用食品に関する表示の重要性を
適切に伝えていきます。

❸ 商品学習会や商品展示会をつうじて、作り手と幅広い世代の組合員が参加できる学びと交流の場をつくります。
❹ 「コア・フード」 「エコ・チャレンジ」（＊8）の取り組みや産直商品への理解を広げるため、公開確認会や産直連続講
座などを通して、生産者と組合員が支え合う関係づくりと相互理解につなげます。

2030年ビジョン 【食・農】　持続可能な食の安全と安心を守りながら、豊かな食文化と食生活を広げます。
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